
 

 

 

 

       

 

 

本校ホームページ https:// https://www.fureai-cloud.jp/ine4j/に「カラー版」を掲載しています 
 

 

  

 校長 橘 太造 

 秋の季節になって随分と時間が過ぎていますが、いまだに真夏日があるなど、気候変動が進んでいる

のだなと感じています。本校では、ユニセフ学習の一環で、気候変動を含む世界の子どもたちの安全な

生活や生命と権利を守ることについて学んでいますが、改めて、身近なことでも「自分たちができるこ

と」を具体的に考え、行動し、一つ一つコツコツと持続していくことが大切であると思っています。 

さて、３年生では現在、中学校卒業後の進路先を選択していくための三者面談（進路相談）を行って

います。義務教育が終了する中学校卒業後は、自分の力で進路先を切り拓いていかなければなりません。

その際、ただ単に、どこかの上級学校に進学すればいいという考えでは、高等学校やその先の専門学校

や大学等の卒業後も含めた次の生き方に影響が出ます。将来を考え、「なぜ自分はその学校に行きたいの

か」「どんな仕事に就いて社会に関わっていきたいのか」など、自分の考えをもつことが求められます。 

生徒が進路を選択するにあたっては、自分の将来の生き方や生活について、夢や希望をもち、その実

現に向けての計画を立て、自らの意志と責任で歩んでいくことが大切です。学校でも、学級担任を中心

に随時生徒との進路相談を行っています。特に３年生２学期に２回実施する保護者を交えた三者面談は、

とても重要な場です。それは、生徒の進路選択・進路決定は保護者の理解と支援がなければ、実現でき

ないからです。ただし、学校での面談時間だけ結論を出すのは難しいため、事前に家庭においても話し

合いを十分に行い、積極的な情報収集や学校見学に一緒に出かけるなどして、生徒の進路先に対する考

えや思いを親子で一緒に整理する時間をつくっておいていただければと思います。 

３年生は、これから３月までの期間は、進路選択と進路決定をしていく重要な時期になっていきます。

ただし、それは、３年生になって急に始まるものではありません。１・２年生での学習の積み重ねがあ

ってのものです。１・２年生においても、日頃の教科の学習に加え、職業講話（１年）や職場体験（２

年）など、望ましい勤労観・職業観、主体的な進路選択と将来設計などのキャリア形成に関する学習を

していきます。それが、３年生の進路選択と進路決定につながっています。１・２年生の段階からキャ

リア形成を意識した学びが継続していくよう、ご家庭のご協力やご支援をお願いいたします。 

 

 

本校の二大学校行事である「合唱コンクール」を先週１０月２５日(金)に多摩市民館大ホールで実施

いたしました。本番は、課題曲と自由曲の７～８分程度の発表でしたが、どのクラスもこの日のために、

励まし合いながら厳しい練習に取り組み、感動をもたらす合唱を築き上げることができたと思います。 

当日は平日にもかかわらず、多くの保護者の皆様にご来場いただき、生徒たちが真剣に頑張る姿をご

覧いただきました。ありがとうございました。 

 

今月号の内容 

○校長巻頭言 〇教科紹介(英語科) 

〇合唱コンクール 

〇部活動紹介(ランニング・タブレット) 

○ふれあい月間の紹介  〇行事予定 
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三者面談とキャリア教育 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合唱コンクール 

 

響け 友情のバラード ～思い出となる合唱～ 

合唱コンクール実行委員長   平野 ゆかり 

 

 

 

 

 「響け 友情のバラード」のスローガンの下、１０月２

５日（金）合唱コンクールが成功裏に終わりました。 

 今月７日から少しずつ合唱練習を続けてきましたが、限

られた時間の中で、お互いに声を掛け合いよりよい合唱を

目指して取り組む姿が四中生のすばらしいところだと感

じています。歌うことに苦手意識をもっている人もいたの

かもしれませんが、「みんなでがんばろう」とクラスの仲間

に協力する雰囲気であふれていました。 

 四中には伝統の「ブロック練習」というものがあり、生

徒主体で行われています。これは、A組、B組、C組の縦割

りに分かれて練習を行い、３年生のパートリーダーが１、

２年生に課題曲のアドバイスをそれぞれのパートに指導、

助言するというものです。３年生は最上級生としての自覚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

をもち、立ち居ふるまいや合唱を下級生のお手本となるように心がけていました。また、アドバイ

スをするために、下級生の合唱をよく聴き、わかりやすく伝えようと努めていました。 

 当日は、１年生は明るく元気な声で、２年生は中堅らしく男声と女声パートのハーモニーを奏

で、３年生はさらに歌詞に合った歌い方を工夫し迫力ある合唱を披露してくれました。保護者の方

のアンケートには「３年生の学年合唱『大地讃頌』には思わず涙ぐんでしまいました。」という記

述もありました。やはり３年生の合唱には、中学校生活最後だという気概を感じさせられます。 

疾風怒涛の時代と言われる中学生の合唱は、

成立させることが難しさもあります。しかし、中

学生の感性で歌われる合唱だからこそ聴く人の

心を打つものがあると思います。人生の中の貴

重な３年間で、仲間と心を合わせて歌ったこと

は生きていくうえでの礎となるものだと思いま

す。大切な思い出として心の中で生き続けるこ

とでしょう。保護者の皆様、合唱コンクールを開

催するにあたり、ご理解ご協力をいただきまし

たことに厚く御礼申し上げます。 

３年学年合唱 

２年学年合唱 

 

１年学年合唱 

 

写真は紙面にて 

ご確認ください。 



 

 

ランニング部 
 今年度から活動が始まったランニング部。１年生６名、２年生２名、合計８名で活動しています。 

校舎周りや多摩川河川敷で１時間程度ランニングを行っています。２年生の部長を中心に、仲良く

活動しています。全員で一緒に走ることもありますが、自分のペースで走る 

ことも大切にしています。また、走り終わった後のストレッチを大切にし、 

柔軟性を高め、怪我のない体つくりも目指しています。これから、ランニング 

をするには最高の季節がやってきます。マラソン大会に向けて、部員全員で頑 

張っていきたいと思います。 

（顧問：田村恵・井上翔太） 

タブレット部 
 ９月で三年生が引退し、現在、１年生６人、２年生１０人で活動しています。３年生がいた頃は、

３２人という大所帯でしたが、今は半分の１２人となりました。新体制では、２年生が 1年生のフ    

ォローをしながら、非常に頑張ってくれています。現在は、６年生に 

向けた各部活動の紹介動画の作成を中心に活動を行っています。各部 

活動へ取材をしたり、撮影をしたりと、みんなで協力して動画を作成し 

ています。また、１年生には動画編集が得意な部員が多いので、昨年以 

上のクオリティーの動画を目指し、頑張っています。 

（顧問：磯貝真理・宮下加代子） 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科紹介（英語科） 

 

部活動紹介（ランニング部・タブレット部） 

 

【１年生】 

１年生は現在 Lesson6 ”Discover Japan”の単元で過去形を学んでいます。過去形を用いることで

表現の幅がひろがり、より一層表現活動への意欲が高まっています。この Lessonの終わりには「My 

Best Memory」というテーマでデジタル絵日記を作成し、それを用いてスピーチ活動を行う予定です。 

毎授業の最初には、２学期から英語の歌や単語テストも行っています。特に単語テストは前回学ん

だ範囲から出題されますので、よい復習になっているようです。英語の学習においては復習が何より

大切、ということを日々の授業や課題を通して今後とも伝えていきたいと思います。（担当：三浦航） 

【２年生】 

現在２年生では Lesson5”Things to Do in Japan”に入り、比較級と最上級を学んでいます。課の

終わりには「日本の中学生に人気のあるもの」というテーマのもと、自分で設定したお題を調査し、

レポートにまとめるという課題に取り組みます。日常的に４技能を使って英語力を鍛えていますが、

２学期の中間考査以降は、特にリスニングに力を入れています。長期休みの際には、保護者の方々の

ご協力を得て、音読に取り組むことで、来年の ESAT-Jの本番に向けて英語を声に出して伝える力を

つけています。                             （担当：上西礼乃） 

【３年生】 

11 月 24 日（日）に控えている都立高校入試スピーキングテストにむけて、「話すこと」の能力を

高める活動を行っています。Story Retelling（リテリング）活動では、教科書本文のイラストを利

用して、特に台本は用意せず、なるべく即興に近い形で内容を話します。学習した単語や熟語を駆使

して、積極的に英語で話そうとする姿勢が見受けられるようになっています。（担当：荒井夏子） 

 

写真は紙面にて 

ご確認ください。 



 

 

写真は紙面にて 

ご確認ください。 

       

 
 

＊本校のふれあい月間について＊ 
生活指導主任 田村 恵 

 

 東京都では６月、１１月、２月を「ふれあい月間」とし、都内の全ての小中学校で、いじめを未然に防止し、子ども

たちの健全育成を目指して取り組みを行っています。 

 本校でも１学期から、様々な取り組みを行ってきました。生徒会主催のいじめ防止川柳、SOS の出し方教育、

道徳での話し合い活動など、人と人との関わりを学んできました。また、セーフティ教室では、NTT ドコモのスマ

ホ、ネット教室を行い、正しい使い方について全校生徒で考え、意見交換しました。毎週火曜日の生徒会、生活委

員、民生児童委員の方々とのあいさつ運動は、１年を通して行っています。地域の方の温かいあいさつで１日を

スタートすることができています。 

四中では、多くの場面で、地域や友だちとのふれあいを大切にしています。特に本校で力をいれている「あいさ

つ」は、目をみて自分からできる生徒が少しずつ増えてきました。まだ大きな声であいさつができない生徒もい

ますが、あいさつ運動や毎日の授業の号令など、日々の活動を大切にしていきたいと思います。 

  

 さて、日常の生活では、ふとした言葉かけや行動が、心を温かくしてくれる場面は数多くあります。この１１月

「ふれあい月間」で、身近な人のありがたい言葉や、行動を見つけ、自分も周りの人のために何かできることがな

いか考える機会にしていきたいと思います。 

現在、生徒会が「いじめゼロ運動」の準備を行っています。いじめが起きない環境づくりを生徒会中心に考え、

全校で取り組んでいきます。また、１１月６日（水）の道徳地区公開講座では全学年のテーマを「いじめ」とし、各教

室で授業を行います。ぜひ、ご参観ください。授業後には、全体会が行われます。参観された方々から多くのご

意見を伺いたいと思っております。 

 中学校３年間は、自立した大人へと歩み始める時期です。悩みや不安も多くなる時期でもあります。小さな変

化も見逃さないよう、子どもたちに寄り添っていきたいと思っております。ぜひご家庭でも、家族のふれあいの

時間を作り、日頃の学校生活や学習、部活動、友だち関係などを話題にして頂き、お子さまとお話をしていただ

けますと幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 主 な 行 事 日 曜 主 な 行 事 

１ 金 マラソン大会 稲城市教育週間始 15 金 ２学期期末考査３日目 

３ 日 文化の日 18 月 避難訓練 卒アル個人・クラス撮影(3) 

４ 月 振替休日 19 火 朝礼 専門委員会 

５ 火 三者面談（３）終 21 木 中央委員会 

６ 水 道徳授業地区公開講座 22 金 
新入生保護者説明会 

受験用写真撮影（３） 

７ 木 稲城市教育週間終 23 土 勤労感謝の日 

８ 金 安全指導 がん教育授業（２） 24 日 ESAT-J 

11 月 総合発表会（修学旅行③→②） 26 火 生徒会朝礼 

13 水 ２学期期末考査１日目 29 金 職業講話（１） 

14 木 ２学期期末考査２日目 30 土 きらきらフェスタ 

ふれあい月間の紹介 
 

合唱コンクールの取り組み 「いじめ防止川柳」表彰 

1１月の主な行事予定 


